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放課後児童クラブについて

第11回放課後児童対策に関する専門委員会

令和４年６月３０日

資料

３



１．放課後児童クラブについて

２．新・放課後子ども総合プランについて



10,994 

11,803 

12,782 

13,698 

14,457 

15,184 
15,857 

16,685 
17,583 

18,479 

19,946 

20,561 

21,085 

21,482 

22,084 

22,608 

23,619 

24,573 

25,328 

25,881 

26,625 

26,925 

5,851 
6,180 

9,400 

11,360 

12,189 

14,029 
13,096 

11,438 

8,021 
7,408 7,521 

8,689 
9,945 

16,941 

17,203 

17,170 

17,279 

18,261 

15,995 

13,416 

392,893 
452,135 

502,041 
540,595 

593,764 

654,823 
704,982 

749,478 

794,922 
807,857 

814,439 

833,038 

851,949 

889,205 

936,452 

1,024,635 

1,093,085 

1,171,162 

1,234,366 

1,299,307 

1,311,008 

1,348,275 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

1,000,000

1,100,000

1,200,000

1,300,000

1,400,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R R2 R3

ṕ Ṗ

Ẇ 26,925

ṕ Ḳ 18,889 Ṗ

Ẇ 35,398

Ẇ 1,348,275

Ẇ ṕ Ṗ 13,416

ṕ ễ ệ Ṗ
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ẑ ị Ỉ ễ Ễ Ḳ 10 Ệ

ẑ 24 10 ṕ27 Ệ Ṗ

ṕ Ṗ ṕ Ṗ

※５月１日現在（令和２年のみ７月１日現在） 厚生労働省調査

Ẇ ṕ 30 ị 14 Ṗ

2021 25 ṕ 122 147 Ṗ

2023 30
ṕ 122 152 Ṗ
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ὧ ӎԈӵҏ ᷉
Ẇ Ẇ ṕ Ṗ
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ṕ3.5% Ṗ

ṕ Ṗ Ễ

17Ḳ00

215

ṕ0.8% Ṗ

17Ḳ01Ṍ18Ḳ00

5,136

ṕ19.3% Ṗ

18Ḳ01Ṍ18Ḳ30

5,876

ṕ22.1% Ṗ

18Ḳ31Ṍ19Ḳ00

13,352

ṕ50.2% Ṗ

19Ḳ01

2,034

ṕ7.6% Ṗ

ṕ Ṗ Ễ

7,623

ṕ28.6% Ṗ

6,652

ṕ25.0% Ṗ2,473

ṕ9.3% Ṗ

3,560

ṕ13.4% Ṗ

6,317

ṕ23.7% Ṗ

ṕ Ṗ Ễ

1

41.4

ṕ31.6% Ṗ

2

36.2

ṕ27.6% Ṗ

3

27.9

ṕ21.3% Ṗ

4

14.9

ṕ11.4% Ṗ

5

7.1

ṕ5.4% Ṗ

6

3.6

ṕ2.8% Ṗ

ṕ Ṗ Ễ

学校余裕教室

7,646か所

（28.4%）

学校敷地内

6,745か所

（25.1%）
児童館

2,434か所

（9.0%）

公的施設等

3,596か所

（13.4%）

その他

6,504か所

（24.2%）

10人以下

797支援の単位

（2.3%）

11人～20人

2,740支援の単位

（7.7%）

21人～30人

7,419支援の単位

（21.0%）

31人～40人

11,304支援の単位

（31.9%）

41人～50人

7,656支援の単位

（21.6%）

51人～60人

3,047支援の単位

（8.6%）

61人～70人

1,319支援の単位

（3.7%）

71人以上

1,116支援の単位

（3.2%）

1

42.4̓ ֲ

̂31.4%̃

2

37.6̓ ֲ

̂27.9%̃

3

28.5̓ ֲ

̂21.1%̃

4

15.3̓ ֲ

̂11.4%̃

5

7.4̓ ֲ

̂5.5%̃

6

3.7̓ ֲŀ

17：00まで

94か所

（0.3%）

17：01～18：00

5,061か所

（18.8%）

18：01～18：30

5,707か所

（21.2%）
18：31～19：00

13,934か所

（51.8%）

19：01以降

2,124か所

（7.9%）
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ể
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36Ṿ
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5
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1,115

ṕ7.0% Ṗ
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公立民営
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（49.0%）

民立民営
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2

1,982ֲ
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3

3,364ֲ
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4
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5

1,613ֲ
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4,063か所

（29.7%）
4,471か所

（30.9%）

5,087か所
（33.5%）
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（37.0%）

6,538か所
（39.2%）

7,477か所
（42.5%）
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(45.1％)

9,120か所
（45.7％）
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10,460か所
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(51.4%) 
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(54.1%)
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（53.8%）

12,926か所
(54.7%) 

13,648か所

（55.5%）
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（55.9%）

14,605か所
（56.4％）

15,155か所
（56.9%）

15,564 か所
（57.8%）

9,289人

［1.6%］

10,979人

［1.7%］

12,656人

［1.8%］

14,409人

［1.9%］

16,564人

［2.1%］

18,070人

[2.2％]

19,719人

［2.4％］

21,534人

［2.6％］

23,424人

［2.7％］

25,338人

［2.8%］

27,776人

［3.0%］

30,352人

［3.0%］

33,058 人

[3.0%]

36,493人

［3.1%］

39,231人

[3.2%]

42,770人

[3.3％]

46,001人

[3.5%]

50,093 人

[3.7%]
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（単位：か所、人）

ὧ ӎԈӵҌѫѲҬ ᾜ ҏ ҭ Ҍ҅ѥ҇

ὡЃǵ֞ǘЊȓ ǵǦȈǵᶮǵ Ҟ

ὡЃ֞Њȓȭɧɔ ֗Ǻ ὡЃ ǵ ֗Ǻ

ǀ ὡЃ֞Њȓ ǲ͜Ȓ Ҟ˗ ǵ ǁ

₳ 13₴↓ ὡЃ֞Њ͝ ˗ ǵҍ

ὡЃș ˲̊ʣ֞ǘЊȓȒȭɧɔǿǵқ

₳ 15₴↓ ˲ ̏ǵ ᴇ ὡЃ ˲̊ʣŁ ˲̊ʣ

₳ 18₴↓ ˲ ̏ǵ ∕ ὡЃ ˲̊ʣŁ ˲̊ʣ

₳ 20₴↓ ɵ ȭɧɔ►Ǧȑқ Ҟ ₴ ǵẎ₦ǱṔ

687ӧЛŁ1,421ӧЛ

₳ 27₴↓ ὡЃ֞Њ▌ӓ ˗ ǵҍ

₳ 29₴↓ ɵ ὡЃ֞Њ▌ӓ ˗ ǵ˲ ̏ǵ ᴇ

[ ὡЃ ˲̊ʣŁ ˲̊ʣ]

ɵӣ ȯȠЃ֞ЊǵǦȈǵ ᴣǵ

̉ᴇ ₴↓ ὡЃ֞Њ▌ӓ ˗ ǵ Ϲ

ɵ ˲̊ʣ ˲̊ʤƲ ˲̊ʣǵḹֻǵӢѝǵҍ

ɵӣ ȯȠЃ֞ЊǵǦȈǵ̂ǔ ǋǲȏȒ ǵὕ

ǀƼ ὡЃƽǵᾍ ǁ

ƦƼ ₓ ǞǖǶ ̱ ὡ ₓș Ǡ
ȒЃ Ʋ ѩЃ ► ș ǠȒЃ
֕ǶƲ ₓ ș ǞǭǋǱǋḹֻǮǉǪ
ǭȉƲӣ₉ƲЃ Ʋ ὡ ȹ
ɱȽɶ Џ ǵ ǲȏȑǚȓȐǵЃ
ǯֿ ǵ ὡș ǞǭǋȒǯ ȈȐȓȒЃ
ƽǯǞƲ⁸ ǲǶ Ǳᾍꜘș Ȉǭǋ
ȒƳ

᷀ ̉ᴇ ₴ǵȆ ᷀
Ԍ ҥϐ

КǶƲЋȭɧɔ ǲӸȈȒҊֻƲ
КǶЋ Ѓ ǲӸȈȒҊֻ

ȭɧɔ Ƕ₳ 15₴ǒȐƲ
ὡЃ Ƕ₳ 16₴ǒȐ

Ʀ ὡЃǵ֞Њȓȭɧɔ ֗Ǻ֞ЊȓЃ ǶƲ₴ƵƲ ὕǲṔқƳĦ̉ᴇ ₴ ᷀ 15,564ȭɧɔƲ50,093˲

Ʀ ̉ᴇ ₴ǲǑǋǭǶƲǤȓǥȓǵ Ồ ǯ ǞǭƲ ὡЃ֞Њȓȭɧɔ Ǔ 3.8Ίɵ ὡЃ Ǔ 5.4ΊǲṔқƳ

ǀ ᵣ ǁ
Ū ὡЃ֞Њ ˗ ♥Ѓ ȭɧɔ ˗

ὡЃǵ֞Њș ǠȒǦȈƲᾐ ș ǠȒ ᴣ ș ׀ ǠȒǦȈǲⱳ Ǳ
ǵ Ҟș ǍƳ

Ń ǵӴ̬►Ǧȑқ Ҟ ₴ 1,956ӧЛ ̉ᴇ ₴↓˔

ū ὡЃ֞Њ▌ӓ ˗

‛ ὡЃ ˲̊ʣ ˲̊ʤǵ֞Њȓș ǍḹֻǲǫǋǭǶƲŪǲқǏƲ ǲ1׀șƲ ὡЃ ˲̊ʣ
˲̊ʤǵ֞Њȓș ǍḹֻǲǫǋǭǶƲŪǲқǏƲ ǲ șƲ׀ ὡЃ ˲̊ʣǵ֞Њȓș Ǎḹֻǲ
ǫǋǭǶƲŪǲқǏƲ ǲ ș׀ ǠȒǦȈǲⱳ Ǳ ǵ Ҟș ǍƳ

Ń ǵӴ̬►Ǧȑқ Ҟ ₴ ᴣ ˲►Ǧȑ1,956ӧЛ ̉ᴇ ₴↓˔

‛ ӣ ȯȠЃș֞ǘЊȓȒȭɧɔǲǶƲ ᴣǵ ȋ ► Ѓ ǿǵ̂ǔ ǋ ǲȏȒ
ȋ ǿǵ̂ǔ ǋ ș ǍǦȈⱳ Ǳ ǵ Ҟș ǍƳ

Ń ǵӴ̬►Ǧȑқ Ҟ ₴ ̉ᴇ ₴↓˔

4,061ӧЛ 1,353ӧЛ

Ŭ ♥Ѓ ȭɧɔ ὡЃ֞Њ͝ ˗ ♥ἧǰȉ ṑ ρ˗

ὡЃș֞ǘЊȓȒǦȈǲⱳ ǱɎɨȠɓɨɶ ǵ ʹ ǲǫǋǭȉ Ҟ

Ń ˗ ►Ǧȑ Ҟ ₴ 1,000ӧЛ ̉ᴇ ₴↓˔ 6



放課後児童クラブの設備運営基準について

Ʀ ♥Ѓ ȭɧɔǵ ș ͪǠȒ ǒȐƲἧǰȉɵἧ ǭ ǲȏȒЃ ǵ ǲȏȑƲ ♥Ѓ ȭɧɔǵ
ρ֗Ǻ ᵣǲǫǋǭƲ ̉ǮὑȈȒḨ ș ȅǏƲ⁸ Ǔ ͈ǮḨ șὑȈȒǚǯǯǱǪǦ

Ʀ ǚǵǦȈƲƼ ̝ͪ ᾃ ̝Ѓ ̝ ♥Ѓ ȭɧɔǵḨ ǲ ǠȒᾐ Ỗᴣ̝ƽǲǑǘȒ ș ȅǏƲ₳ 26 ₴
ǲƼ ♥Ѓ βЋ ˗ ǵ ρ֗Ǻ ᵣǲ ǠȒḨ ƽ ₳ 26 ₴Ԍ ҥϐ ̉ 63 ֵ ș ὑɵЏ⁹ǞǦ

Ά ҋ₁ ·

Ẇ ṕ ḱ ︡ ḭ ︣
נּ ṇ Ṗ

Ẇ ḭ ể ףּףּקּ 1.65

Ẇ ṕẑṖ ḭ פֿ Ễ
ṕּל ể ḭקּ Ṗ

Ħ ͪ ṲƲ ̝ Ṳ ƼЃ ǵ Ǻș ᾚǠȒ ƽǵ șḨ Ǯ
ǉǪǭƲ ↑ ˗Ʋ ὑ ⁸⁸ ֕Ƕʴ ⁸⁸ Ǔ Ǎ ʹșʹ˓Ǟ
Ǧ

Ħ ̉ᴇ ₴↓ȏȑ֓ ǠȀǔḨ ǲ Ẇ ḭ ḭ ṕ Ṗ
ẓ ể Ịקּ

Ẇ ṕ Ṗ
ẓ ể ễקּ

Ħ Ǥǵ᷂ ǲǑǘȒͪ ǵҥϐ Ʋ ǵ ˓ ѵ ș Ǟǭ
˗ ș Ǎ ǓὑȈȒ

Ẇ ể 250קּ

Ħ Ǥǵ᷂ ǲǑǘȒͪ ǵᾦҥ Ʋ ǵ̜ ș ǞǭƲ
˗ ș Ǎ ǓὑȈȒ

Ẇ ︣ ṕ Ṗ ḭ
ףּףּ 40

Ẇ ḭ ḭקּ ḭ
ḭ ︢ צּ
ḭלּ ḭ ḭ

ḭ כֿ
︡ וֹ ךּ

Ẇ ḭ לּ ḭ ḭ ḭ ḭ ḭ ḭ
ḭ ḭ ḭ

Ǥǵ̀

ǵ

ᴣ Ѓ ǵ ᶧǵ

ρ
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49 ṕ0.0ṾṖ

2,961 ṕ3.0ṾṖ

11,509 ṕ11.6 ṾṖ

60 ṕ0.1ṾṖ

82 ṕ0.1ṾṖ

204 ṕ0.2ṾṖ

1,817 ṕ1.8ṾṖ

24,455 ṕ24.7 ṾṖ

32,979 

ṕ33.3 ṾṖ

742 ṕ0.7ṾṖ

24,304 

ṕ24.5 ṾṖ
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ỉ
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ệ

Ệ

ễ

Ễ

ể
N=99,162

♥Ѓ βЋ ˗ ǵ ρ֗Ǻ ᵣǲ ǠȒḨ
ʝ ͪ Ṳ ᶮὤ ѩӢḢ ₳ ˘Ӧ˜₴ ♣ ʟֵ Ӧ˘ ǵᶤ ˜ ǲ ὑǠȒ˗ ὕ ӢḢКǲǉȒ ♥Ѓ βЋ ˗ ǲǉǪǭǶƲͪ Ṳ֕Ƕ► ˗
ὕ ӢḢǲ͜Ȓᶮὤ ѩӢḢ ὑͪ Ṳ ǵ ș ǠȒ
˘ ̝ Ṳǵ ș ǠȒ
ʢ ἶ ᴇ˘Ӧ˘₴ ♣ ˘ӦАֵ ǵ ὑǲȏȒ ἶ ʴ ἶ ̉ ᴇӦЎ₴ҭ̉ ʢӦАֵ ǲȏȒʴ ἶ șדȇƳ ǞǖǶʴ ἶ șӰ ǞǦ
Ʋֿ ˉӦ ˘ ǵ ὑǲȏȑẎἶǿǵЊἶș ȈȐȓǦ ǞǖǶ ₡ǵ ǲȏȒӦ˘₴ǵἶ șʹ˓ǞǦ ₡ǵ ̊Ẇǵ ǲȏȑǚȓǲ ►ǠȒἶ
șʹ˓ǞǦ șדȇƳ ֕Ƕ ἶẎ Ǔǚȓǯֿ ̊ʣǵ ș ǠȒǯ ὑǞǦ ˉֵǲǑǋǭƼ ἶ Ӱ ƽǯǋǍƳ ǮǉǪǭƲ˘₴̊ʣЃ ˗ ǲ

♫˗ǞǦȉǵ
ᶤ ᴣЁ ( ᴇ˘Ӧᶤ₴ ♣ ᶤӦʟֵ) ᶤ ǲ ὑǠȒЁ ș ǠȒ
˜ ἶ ǵ ὑǲȏȒẎἶ Ẏἶ̉ Ẏ ʟ₴ҭ̉ ʢ ЎӦЎֵ ǲȏȒẎἶșדȇƳ ǲǑǋǭƲ ̝ ἶƲⱲ ἶƲ ἶƲ ̝ἶƲ ἶ ǞǖǶ̱ ἶșᾐʹ
ǠȒἶ ֕ǶǚȓȐǲ ►ǠȒ șʹȈǭӰ ǞǦ ► ἶ ֕Ƕ► șʹȈǭֿ ǵ ὑǲȏȒᾐ ẎἶǵѼ șʹ˓ǞǦ șדȇƳ
А ἶ ǵ ὑǲȏȒẎἶǲǑǋǭƲ ̝ ἶƲⱲ ἶƲ ἶƲ ̝ἶƲ ἶ ǞǖǶ̱ ἶșᾐʹǠȒἶ ֕ǶǚȓȐǲ ►ǠȒ ǲǑǋǭϮ Ǳ ǮӴ̬șʹ
♬ǞǦǚǯǲȏȑƲֿ ˘ ˘ ǵ ὑǲȏȑẎἶ ǿǵЊἶǓ ȈȐȓǦ
ʟ ἶ ǵ ὑǲȏȒẎἶ ǲǑǋǭƲ ̝ ἶƲⱲ ἶƲ ἶƲ ̝ἶƲ ἶ ǞǖǶ̱ ἶșᾐ ǠȒ ֕ǶǚȓȐǲ ►ǠȒ șʹȈǭӰ ǞǦ
Ў ẆᶮǵẎἶǲǑǋǭƲ ̝ ἶƲⱲ ἶƲ ἶƲ ̝ἶƲ ἶ ǞǖǶ̱ ἶșᾐʹǠȒἶ ֕ǶǚȓȐǲ ►ǠȒ șʹȈǭӰ ǞǦ
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放課後児童支援員に係る都道府県認定資格研修ガイドラインの概要

○ 本ガイドラインは、「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準」（平成２６年厚生労働省令第６３号。以下「基準」という。）
に基づき、基準第１０条第３項の各号のいずれかに該当する者が、放課後児童支援員として必要となる基本的生活習慣の習得の援助、
自立に向けた支援、家庭と連携した生活支援等に必要な知識及び技能を習得し、有資格者となるための都道府県知事が行う研修（以下
「認定資格研修」という。）の円滑な実施に資するために策定するもの。

○ 認定資格研修は、一定の知識及び技能を有すると考えられる基準第１０条第３項の各号のいずれかに該当する者が、放課後児童健全
育成事業（放課後児童クラブ）に従事する放課後児童支援員として必要な知識及び技能を補完し、新たに策定した基準及び放課後児童
クラブ運営指針（平成２７年３月３１日雇児発０３３１第３４号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知）に基づく放課後児童支援員としての
役割及び育成支援の内容等の共通の理解を得るため、職務を遂行する上で必要最低限の知識及び技能の習得とそれを実践する際の基本
的な考え方や心得を認識してもらうことを目的として実施するもの。

Ḩ Ǐ

ʹКὦ

事 項 主 な 内 容

実施主体 都道府県 （都道府県が認定資格研修を実施する上で適当と認める市区町村、民間団体等に一部委託可）

研修内容・時間数 次項のとおり（１６科目２４時間）（都道府県の実情に応じて研修科目等を追加しての実施も可）。

修了の認定・
修了証の交付

都道府県は、認定資格研修の全科目を履修し、放課後児童支援員としての必要な知識及び技能を習得したと認めら
れる者に対して、修了の認定を行い、「放課後児童支援員認定資格研修修了証」を都道府県知事名で交付

認定の取消 都道府県は、認定を受けた者が、次の事由に該当すると認められる場合、当該者の認定者名簿からの削除が可能。
① 虚偽又は不正の事実に基づいて認定を受けた場合
② 虐待等の禁止（基準第１２条）に違反した場合
③ 秘密保持義務（基準第１６条第１項）に違反した場合
④ その他放課後児童支援員としての信用失墜行為を行った場合 など

研修会参加費用 資料等に係る実費相当部分、研修会場までの受講者の旅費及び宿泊費については、受講者又は運営主体が負担。

費用に対する支
援

国は、都道府県に対して、認定資格研修の実施に要する経費について、別に定めるところにより補助。
（※）認定資格研修を受講する際の代替職員の雇上げ経費及び研修会場までの旅費については、運営費に計上。

【「放課後児童支援員等研修事業実施要綱」（平成２７年５月２１日厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知）より】
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認定の仕組み（都道府県の事務の主な流れ）

認定資格研修の
実施

認定資格研修修了→認定→修了証交付

認定者名簿の作成・管理
【永年保存】

全
国
共
通
で
通
用
す
る

修
了
証
と
し
て
位
置
づ
け

※個人情報の保護に十分留意

受講資格等の確認

市区町村 都道府県

連
携
・協
力

基準第１０条
第３項第９号
の認定は
市区町村が

実施

受講申込書の提出

修
了
前
に
、
他
の
都
道

府
県
に
転
居
又
は
病
気

等
で
欠
席
し
た
場
合

既
修
了
科
目
は
履
修
し

た
も
の
と
み
な
し
、
一

部
科
目
修
了
証
を
交

付 未
修
了
科
目
を
他
の
都

道
府
県
等
で
履
修

全
国
共
通
の

「
認
定
者
名
簿

管
理
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入

１．放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の理解 【４．５時間（90分×3）】
① 放課後児童健全育成事業の目的及び制度内容
② 放課後児童健全育成事業の一般原則と権利擁護
③ 子ども家庭福祉施策と放課後児童クラブ

２．子どもを理解するための基礎知識 【６．０時間（90分×4）】

④ 子どもの発達理解
⑤ 児童期（６歳～１２歳）の生活と発達
⑥ 障害のある子どもの理解
⑦ 特に配慮を必要とする子どもの理解

３．放課後児童クラブにおける子どもの育成支援 【４．５時間（90分×3）】

⑧ 放課後児童クラブに通う子どもの育成支援
⑨ 子どもの遊びの理解と支援
⑩ 障害のある子どもの育成支援

４．放課後児童クラブにおける保護者・学校・地域との連携・協力

【３時間（90分×2）】

⑪ 保護者との連携・協力と相談支援
⑫ 学校・地域との連携

５．放課後児童クラブにおける安全・安心への対応 【３時間（90分×2）】

⑬ 子どもの生活面における対応
⑭ 安全対策・緊急時対応

６．放課後児童支援員として求められる役割・機能 【３時間（90分×2）】

⑮ 放課後児童支援員の仕事内容
⑯ 放課後児童クラブの運営管理と運営主体の法令の遵守

合計 ２４時間（１６科目）

♥Ѓ ᴣǲ͜Ȓ ↑ ὑ ʹǵ ɵ ֗Ǻ
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○ 第１章から第７章までの構成で、放課後児童クラブにおける育成支援の内容や運営に関する留意すべき事項などを網羅的に記載し、
運営していく上での基本的な事項を定めている。

○ 各放課後児童クラブは、この運営指針を踏まえ、それぞれの実態に応じて創意工夫を図り、質の向上と機能の充実に努めていく。

運営指針の構成

「放課後児童クラブ運営指針」の概要①

１．総則 ２．放課後児童健全育成事業の役割 ３．放課後児童クラブにおける育成支援の基本

第１章 総則

放課後児童クラブ運営指針の趣旨と育成支援の基本的な考え方を示し、全体像を理解できる内容を規定

1.子どもの発達と児童期2..児童期の発達の特徴 3.児童期の発達過程と発達領域 4.児童期の遊びと発達 5.子どもの発達過程を踏まえた育成支援における配慮事項

第２章 事業の対象となる子どもの発達

児童期（6～12歳）の発達の特徴を3つの時期区分ごとに整理し、育成支援に当たって配慮すべき内容を規定

１．施設及び設備 ２．衛生管理及び安全対策

省令基準に基づく施設及び設備の環境整備と感染症や事故
などへの対応方法等の具体的な内容を規定

第６章 施設及び設備、衛生管理及び安全対策

１．放課後児童クラブの社会的責任と職場倫理
２．要望及び苦情への対応 ３．事業内容向上への取り組み

第７章 職場倫理及び事業内容の向上

運営主体の責務と放課後児童支援員等の倫理意識の自覚、
研修等の事業内容向上の取組内容を規定

１．職員体制 ２．子どもの集団の規模 ３．開所時間及び開所日
４．利用の開始等に関わる留意事項 ５．運営主体
６．労働環境整備 ７．適正な会計管理及び情報公開

第４章 放課後児童クラブの運営

１．学校との連携 ２．保育所、幼稚園等との連携 ３．地域、関係機関
との連携 ４．学校、児童館を活用して実施する放課後児童クラブ

第５章 学校及び地域との関係

省令基準に基づく職員体制や集団の規模等の具体的な内容を規定 連携に当たっての情報交換等の必要性や方法等の内容を規定

１．育成支援の内容 ２．障害のある子どもへの対応 ３．特に配慮を必要とする子どもへの対応 ４．保護者との連携
５．育成支援に含まれる職務内容と運営に関わる業務

第３章 放課後児童クラブにおける育成支援の内容

育成支援を行うに当たって子どもが主体的に過ごし、一人ひとりと集団全体の生活を豊かにしていくために必要となる援助の具体的
な方法や障害のある子どもなどに適切に対応していくために留意すべきこと、保護者との信頼関係の構築などの内容を規定

（平成２７年３月３１日策定・公表）
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運営指針の主な内容

「放課後児童クラブ運営指針」の概要②

○ 「子どもの健全な育成と遊び及び生活の支援」を「育成支援」と定義し、その基本的考え方として、子どもが安心して過ごせる生活の場として
ふさわしい環境を整え、安全面に配慮しながら子どもが自ら危険を回避できるようにしていくとともに、子どもの発達段階に応じた主体的な遊び
や生活が可能となるように、自主性、社会性及び創造性の向上、基本的な生活習慣の確立等により、子どもの健全な育成を図る。

○ 放課後児童クラブの役割として、児童の権利に関する条約の理念に基づき、子どもの最善の利益を考慮して育成支援を推進し、学校や地域
の様々な社会資源との連携を図りながら、保護者と連携して育成支援を行うとともに、その家庭の子育てを支援する役割を担う。

第１章 総則

○ 放課後児童クラブでは、放課後等に子どもの発達段階に応じた主体的な遊びや生活が可能となるようにすることが求められるため、放課後
児童支援員等は、子どもの発達の特徴や発達過程を理解し、発達の個人差を踏まえて一人ひとりの心身の状態を把握しながら育成支援を行う
ことが必要である。

○ 児童期の発達の主な特徴としては、
・ ものや人に対する興味が広がり、その探求のために自らを律することができるようになる
・ 学校、地域など子どもが関わる環境が広がり、多様な他者との関わりを経験するようになる
・ 集団や仲間で活動する機会が増え、その中で規律と個性を培うとともに、他者と自己の多様な側面を発見できるようになる

○ 児童期の発達過程は個人差が大きく、目安として、おおむね６歳～８歳（低学年）、９歳～10歳（中学年）、11歳～12歳（高学年）の３つの時期に
区分して捉え、その発達過程を踏まえ、子ども一人ひとりの心身の状態を把握しながら、集団の中での子ども同士の関わりを大切にして育成
支援を行うことが求められる。

第２章 事業の対象となる子どもの発達

○ 放課後児童クラブは、年齢や発達の状況が異なる多様な子ども達が一緒に過ごす場であり、放課後児童支援員等には、それぞれの子どもの
発達の特徴や子ども同士の関係を捉えながら適切に関わることで、一人ひとりと集団全体の生活を豊かにすることが求められる。

○ 育成支援に当たって、放課後児童支援員等に求められる主な内容は以下のとおり。

第３章 放課後児童クラブにおける育成支援の内容

①子どもが自ら進んで放課後児童クラブに通い続けられるようにする援助②子どもの出欠席と心身の状態を把握した適切な援助
③子ども自身が見通しを持って主体的に過ごせるようにする援助④日常生活に必要となる基本的な生活習慣を習得できるようにする援助
⑤子どもが発達段階に応じた主体的な遊びや生活ができるようにする援助⑥子どもが自分の気持ちや意見を表現できるようにする援助
⑦子どもにとって放課後の時間帯に栄養面や活力面から必要とされるおやつの適切な提供
⑧子どもが安全に安心して過ごすことができるような環境の整備や緊急時に適切な対応ができるようにする援助
⑨放課後児童クラブでの子どもの様子を日常的に保護者に伝え、家庭と連携した育成支援
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「放課後児童クラブ運営指針」の概要③

○ 障害のある子どもへの対応については、包容・参加（インクルージョン）の考え方に立ち、放課後児童クラブを利用する機会が確保されるように
適切な配慮及び環境整備を行い、可能な限り受入れに努めるとともに、放課後児童クラブでの子ども達との生活を通して共に成長できるように、
見通しを持って計画的な育成支援を行う。

○ 児童虐待が疑われる場合には、放課後児童支援員等は各自の判断だけで対応することは避け、運営主体の責任者と協議の上で、市町村
又は児童相談所に速やかに通告し、関係機関と連携して適切な対応を図らなければならない。

○ 放課後児童支援員等は、子どもの家庭環境についても配慮し、家庭での養育について特別の支援が必要な状況を把握した場合には、子ども
と保護者の安定した関係の維持に留意しつつ、市町村や関係機関と連携して適切な支援につなげるように努める。

○ 子どもの遊びや生活の様子を日常的に保護者に伝え、子どもの状況について家庭と情報を共有するとともに、育成支援を通じて保護者との
信頼関係を築くことに努める。

○ 放課後児童クラブには、年齢や発達の状況が異なる子どもを同時にかつ継続的に育成支援を行う必要があること、安全面での管理が必要で
あること等から、支援の単位ごとに２人以上の放課後児童支援員等を置くこととし、その勤務時間については、子どもの受入れ準備や打合せ、
育成支援の記録作成等、開所時間の前後に必要となる時間を前提として設定されることが求められる。

○ 子ども集団の規模（支援の単位）は、子どもが相互に関係性を構築したり、１つの集団としてまとまりをもって共に生活したり、放課後児童支援
員等が個々の子どもと信頼関係を築いたりできる規模として、おおむね40人以下とする。

○ 開所時間については、学校の授業の休業日は１日につき８時間以上、それ以外の日は１日につき３時間以上、開所日については、１年につき
250日以上を原則として、保護者の就労時間、学校の授業の終了時刻その他の地域の実情等を考慮して、当該放課後児童クラブごとに設定
するが、新１年生については、保育所との連続性を考慮し、４月１日より受け入れを可能にする必要がある。

○ 運営主体は、利用を希望する保護者等に必要な情報を提供するとともに、新１年生の環境変化に配慮して、利用の開始の前に、子どもや家庭
の状況、保護者のニーズ及び放課後児童クラブでの過ごし方について十分に保護者等と情報交換することが求められる。

○ 運営主体は、放課後児童支援員等の労働実態や意向を把握し、放課後児童支援員等が健康で意欲を持って就業できるように、労働環境の
整備に努める必要がある。

第４章 放課後児童クラブの運営

○ 子どもの生活の連続性を保障するために、学校との情報交換や情報共有、職員同士の交流等を、日常的、定期的に積極的に行い、その実施
に当たっては、個人情報の保護や秘密の保持についてあらかじめ取り決めておく。

○ 新１年生の子どもの発達と生活の連続性を保障するために、保育所、幼稚園等と子どもの状況について情報交換や情報共有を行う。

第５章 学校及び地域との関係
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「放課後児童クラブ運営指針」の概要④

○ 運営主体は、社会的信頼を得るとともに、法令を遵守し、子どもや保護者の人権に十分配慮しながら、一人ひとりの人格を尊重するなど、すべ
ての放課後児童支援員等が職場倫理を自覚して職務に当たるように組織的に取り組む必要がある。

○ 放課後児童支援員等は、仕事を進める上での倫理を自覚して、育成支援の内容の向上に努めなければならない。

○ 子どもや保護者等からの要望や苦情に対しては、迅速かつ適切に、誠意を持って対応し、その内容や対応について職員間で共有する。

○ 放課後児童支援員等は、情報交換や情報共有を図り、事例検討を行うなど相互に協力して自己研鑽に励み、育成支援に当たっての課題等に
ついて意見交換を行うことにより、事業内容を向上させるように努める。

○ 運営主体は、職場内での教育訓練や研修のみならず、職場を離れての研修の機会を確保し、その参加を保障するとともに、職員が自発的、
継続的に研修に参加できるように、研修受講計画を策定するなどに取り組んでいくことが求められる。

○ 運営主体は、その運営の内容について自己評価を行い、その結果を公表するように努め、評価を行う際には、子どもや保護者の意見を取り
入れて行うことが求められるとともに、評価の結果については、職員間で共有し、事業内容の向上に生かす。

○ 放課後児童クラブには、子どもが安全に安心して過ごし、体調の悪い時等に静養することができる生活の場としての機能と、遊び等の活動
拠点としての機能を備えた専用区画が必要であり、その面積は、子ども１人につきおおむね1.65㎡以上を確保し、室内のレイアウトや装飾、
採光等にも配慮し、子どもが心地よく過ごせるように工夫することが求められる。

○ 衛生及び安全が確保された設備を備え、生活に必要な備品、遊具及び図書を備える。また、日常の衛生管理に努め、医療品を備える。

○ 事故やケガを防止するために、室内及び屋外の環境の安全性について毎日点検し、必要な補修等を行うとともに、その防止に向けた対策や
発生時の対応に関するマニュアルを作成し、放課後児童支援員等の間で共有する。

○ おやつの提供に際して、食物アレルギー事故、窒息事故等を防止するため、放課後児童支援員等は応急対応について学んでおく。

○ 運営主体は、市町村との連携のもとに災害等の発生に備えて具体的な計画及びマニュアルを作成し、定期的に（少なくとも年２回以上）訓練を
行うなどして適切かつ迅速に対応できるようにしておく。また、外部からの不審者等の侵入防止の措置や訓練などの対応を図る。

第６章 施設及び設備、衛生管理及び安全対策

第７章 職場倫理及び事業内容の向上

○ 放課後児童クラブに通う子どもの生活について地域の協力が得られるように、自治会・町内会や民生委員・児童委員（主任児童委員）等の
地域組織や子どもに関わる関係機関等と情報交換や情報共有、相互交流を図るとともに、事故、犯罪、災害等から子どもを守るため、地域住民
と連携、協力して子どもの安全を確保する取り組みを行う。

○ 児童館の中で実施する場合は、放課後児童クラブに通う子どもの育成支援の環境及び水準が担保されるようにする。

15
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Ħ₳ 30₴↓ἧǰȉɵἧ ǭ ˗ Ƽ ♥Ѓ ȭɧɔǵ ʢ ͔ɜɉɣȠɩ ǲ ǠȒ ƽ ὕ ʺ̱ ʢ UFJ ɨȳɶȿ ȱɱȳɩɄȡɱȮ ╛̝

Ẇ ṡ ︣ Ṣ ךּףּ ḭ
︡ ךּ Ḯ ḭṡ Ṣ ךּףּ ḭ ךּ ︡ ךּ Ḯ

Ẇ (ẑ) ︢ ḭ ︡ ṡ Ṣ ︡ḭ
צּ לּ קּ לּ ︡ Ḯṕ ệ Ṗ

16

Ḱ ︣ 13 ể ṕ Ṗḭ Ễ ṕ Ṗḭ ỉ
ṕ Ṗ

Ḱ פּפּ 18 ễ ṕ וֹףּ Ṗḭ ệ ṕ
Ṗ

Ḱ ṕ Ṗ נּ Ệ Ỉ Ễṕ Ṗ

Ḱ ṕ Ṗ ︣ 14 Ệ ṕ Ṗḭ Ỉ ểṕ Ṗ

○放課後児童クラブの実態把握（気づき等の共有）
ḱ ︢ כֿ צּ קּ ︣Ḯ
ḱ ḭ ḭנּ

︣ כֿ צּ קּ ︣Ḯ

○事業運営の向上・改善（継続的なPDCAサイクル）
ḱ ךּ ḭךּ

︡ כֿ צּ קּ ︣Ḯ
ḱ ḭ PDCA ḭוֹ

︡ ︣ כֿ צּ ︣Ḯ

○関係者への説明責任
ḱ ḭ ︣ לּ וֹ Ḯ
ḱ ︣ כֿ ︢ ḭ צּ

לּ ךּ פּ פּ ︣ כֿ צּ ︣Ḯ
ḱ ḭ ḭ

שּ ḭ אל פּ
︡ אל ︣Ḯ

○第三者評価の準備
ḱ פּ וֹ ḭ ︡
קּ ︣Ḯ ︢ ḱ
︣ כֿ ḭ ︣ צּ ︣Ḯ
ḱ ḭ צּ ︣ כֿ

פּ קּ ︣Ḯ



○ 利用者本位の福祉を実現するため、事業者のサービスの質を向上させること、また、事業の透明性を確保し、利用者のサービス選択を容易に

するために、事業者でも利用者でもない第三者の視点で評価を行うため、平成16年度より福祉サービス第三者評価制度が導入された。

○ 社会保障審議会児童部会「放課後児童対策に関する専門委員会中間とりまとめ（平成30年７月）」では、放課後児童健全育成事業（放課後児

童クラブ）の質の確保の観点から、自己評価の項目例の策定や第三者評価を導入することが提言されている。

○ これを受け、平成30年度から令和２年度にかけて、調査研究により、第三者評価の導入や評価基準等についての検討を実施した。

○ 全国社会福祉協議会福祉サービスの質の向上推進委員会での議論を経て、令和３年３月に放課後児童クラブ版の福祉サービス第三者評価

基準を策定し、発出した。（厚生労働省子ども家庭局長、社会・援護局長連名通知）

基準発出の経緯
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第三者評価基準ガイドラインの構造

共通評価基準
全福祉施設等に共通の内容

内容評価基準
放課後児童クラブ独自の内容

４４項目 １８項目

з 福祉サービスの基本方針と組織
１．理念・基本方針
２．経営状況の把握
３．事業計画の策定
４．福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

и 組織の運営管理
１．管理者の責任とリーダーシップ
２．福祉人材の確保・育成
３．運営の透明性の確保
４．地域との交流、地域貢献

й 適切な福祉サービスの実施
１．利用者本位の福祉サービス
２．福祉サービスの質の確保

Ａ－１育成支援
（１）子どもが安心して過ごせる生活の場としてふさわ

しい環境の整備
（２）放課後児童クラブにおける育成支援
（３）子ども一人ひとりと集団全体の生活を豊かにす

る育成支援
（４）固有の援助を必要とする子どもへの適切な育成

支援
（５）適切なおやつや食事の提供
（６）安全と衛生の確保

Ａ－２保護者・学校との連携
（１）保護者との連携
（２）学校との連携

Ａ－３子どもの権利擁護
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１．目 的 放課後児童クラブの利用状況やニーズを規定する要因を探ることで、地域における放課後児童クラブの正確なニーズ
を把握するための方法を検討する。

２．手 法 【対象】 小学生の子どものいる世帯 ①夫婦と子どもの世帯 二段階抽出法により、1,430世帯を抽出
②ひとり親世帯 100世帯を抽出

【方法】 自記式ネットアンケート
【期間】 2018年12月～2019年１月 ＊この他、市町村向け調査も実施

３．実施主体 株式会社 政策基礎研究所

○放課後利用するサービスにどのような内容を求めるか（n=1,519）（MA／上位３位）
①無料の学習支援（52.3%）

②遊び場の提供（40.4%）

③スポーツ活動（38.1%）

Ʀὕ ǲѫ ǞǭǋȒȳɶɑȷ ʣ̬ ̬ ǯǤǵ
ᵥ ♥Ѓ ȭɧɔ n=197 ᵦЃ ƲЃ ȹɱȽɶ n=104

Ū˿˗ǱǰǮ ΏǓ ȐȓǱǋ 89.3% Ū˿˗ǱǰǮ ΏǓ ȐȓǱǋ 63.5%

ūẃ ̜ ʴǲѫ ǮǔȒ 47.7% ūἧǰȉǓ ǔǦǋǯ ǪǦ 51.9%

ŬἧǰȉǓ ǔǦǋǯ ǪǦ 16.8% Ŭẃ ̜ ʴǲѫ ǮǔȒ 26.0%

30 ḱ 「放課後児童クラブのニーズ把握に関する調査研究」

調査概要

回収数 1,519世帯（回収率99.2％）結 果

ᵧ ♥ἧ͑ Ὑ n=42

ŪἧǰȉǓ ǔǦǋǯ ǪǦ 66.7%

ū˿˗ǱǰǮ ΏǓ ȐȓǱǋ 16.7%

ūἶ ǯǵ ǓӦѝǮὄⱲ 16.7%

ƦƼ ♥Ѓ ȭɧɔѫ șȋȈǦƽḹֻǵѫ ǞǭǋǱǋ n=161 ʣ̬ ̬
ŪἧǰȉǓ ǔǦǖǱǋǯ ǪǦǦȈ 37.3

ūἧǰȉǓȳɶɑȷǵᾍ ǵ ̏ǒȐẆȓǦǦȈ 18.0

Ŭ ǋ˗șǶǟȈǦ Ʋ̀ǲἧǰȉǵ Ώș ǭǖȓȒ►ǭǓǮǔǦǦȈ 14.9
22



̉ᴇ ₴↓˔ ϤЛ Ł ̉ᴇ ₴↓˔ ϤЛ

Ʀ ͪ Ǔҥϐ ǲȏȑ ὤ↨ǲǋǱǋᾛἶ ǲᾦἶǞǭǋȒЃ ǲᾍǞƲ ǵ ˓♥ ǲᾛ
ἶ ǵ̵ ὙƲЃ șѫ Ǟǭ ўǱ Ǻ֗Ǻ ǵḹșʦǏǭƲǤǵβЋǱ șᶫȒǦ
Ȉǲ ǠȒ ᵣ ֗Ǻ ρ ǲᾍǠȒ ҞƳ

Ʀ ὕ ʺ̱ ⁸ ѩӢșדȇ Ħ⁸ Ǔ ўǯ ȈǦ ǲỖ ș ǍǚǯǓǮǔȒ

運営費（基本分）の負担の考え方

1 / 3

1 / 3

1 / 3国1 / 6

都道府県1 / 6

市町村1 / 6

保護者
1 / 2

※国(1/6)は事業主拠出金財源

ὧ ӎԈӵ‰ם ҏӼӃԒӧ

ἧǰȉɵἧ ǭ ˧̂ ̉ᴇ ₴↓ ϤЛ Ł ̉ᴇ ₴↓˔ ϤЛ

ἧǰȉɵἧ ǭ ρ˧̂ ̉ᴇ ₴↓ ϤЛ Ł ̉ᴇ ₴↓˔ ϤЛ

ɵ ♥ἧǰȉ ֻɕɧɱǲǫǋǭ

Ƽ ɵ ♥ἧǰȉ ֻɕɧɱƽ ₳ 30₴ 14 ὑ ș ȅǏƲ ♥Ѓ ȭɧɔǲǫǋǭƲ2021₴↓ ȅǮǲ 25ʠ˲ѝ 122
ʠ˲ǒȐ 147ʠ˲ ș ρǞƲ♅ Ѓ ș ǞƲǤǵ♥ȉặרᾦ ǵʣ ș ȅǏ2023₴↓ ȅǮǲ 30ʠ˲ѝ 122ʠ˲ǒ
Ȑ 152ʠ˲ ǵ֞ǘ ρșᶫȒƳȅǦƲἧǰȉǵʺ̱רșᾗ ǞƲἧǰȉǵβЋǱ șᶫȒ ♥Ѓ ȭɧɔǵ☻Ҋșⱬ⅝ǞƲἧǰȉ
ǵ Ʋרʺ ר̝ ǵȏȑʝ῁ǵׄʣșᶫȒƳ

2018₴↓

122ʠ˲
(˔ )

ṕ2019 Ṍ2023 Ṗ

130ʠ˲
(˔ )

139ʠ˲
(˔ )

147ʠ˲
(˔ )

152ʠ˲
( ɕɧɱǲ
ǙȒ Ι)

30ʠ˲ѝ

2019₴↓ 2020₴↓ 2021₴↓ 2023₴↓

150ʠ˲
(˔ )

2022₴↓

ᵣ ʺǱКὦ

♥Ѓ βЋ ˗ ᵣ

♥Ѓ ȭɧɔǵ ᵣǲⱳ Ǳ ǲᾍǠȒ Ҟ

♥ἧǰȉ ṑ ρ˗

Ἥ ș ǞǭƲ Ǧǲ ♥Ѓ ȭɧɔșὕ ǠȒǦȈǵ ʹ ǲⱳ Ǳ ǲᾍ
ǠȒ Ҟ

♥Ѓ ȭɧɔ ˗
Ū ὡЃș֞ǘЊȓǦḹֻǵқ ᴣǵ ǲⱳ Ǳ ǲᾍǠȒ Ҟ

ū ♅ Ѓ ǓἭ᷀ǞǭǋȒ᷂Ḣ ǲǑǋǭƲȠɏɶɆ ș ǞǭƲ Ǧǲ ♥Ѓ ȭɧ
ɔșὕ ǠȒǦȈǲⱳ Ǳ Ε ǲᾍǠȒ Ҟ

Ŭ ♥Ѓ ȭɧɔǿǵ ҲȋₒὁǠȒ ǵ ǲⱳ Ǳ ǲᾍǠȒ Ҟ

ὡЃ֞Њ▌ӓ ˗

ǵŪǲқǏƲ ὡЃș ˲̊ʣ֞ǘЊȓǦḹֻǵқ ᴣ֗Ǻӣ ȯȠЃǲᾍǠ
Ȓ ǲⱳ Ǳᾐ ᴣǵ ǲⱳ Ǳ ǲᾍǠȒ Ҟ

♥Ѓ ᴣǵы ᵎ

Ū 18:30ș Ǐǭ ǠȒȭɧɔǲǑǘȒ ♥Ѓ ᴣ ǵы ᵎǲⱳ Ǳ ǲᾍ
ǠȒ Ҟ

ū ♥Ѓ ᴣǵҽ ₴ ȋ ʹὕ ǲꜘǟǦы ᵎǲⱳ Ǳ ǲᾍǠȒ Ҟ

♥Ѓ ȭɧɔ ̱Ѱ▌ӓ˗

Ǻ֗Ǻ ǵḹǵ ǵ ᵣǲ ȖȒ ҵȋЃ Ǔἶ Ҳș ʺ ǲ ǏȒ ṑ
ρǵ Ҟ Ʋ ǵק ҵș Ǎ ᴣǵ ǲⱳ Ǳ ǲᾍǠȒ Ҟ
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ʹ ͜ ʺǱКὦ

♥Ѓ ᴣ ὑ ʹ

♥Ѓ ᴣǯǞǭ ὑǜȓȒǦȈǲʹ˓Ǔ ҵǬǘȐȓǭǋȒ
ʹșὕ ǠȒǦȈǲⱳ Ǳ ǲᾍǠȒ Ҟ

♥Ѓ ᴣ ׄʣ ʹ˗

̑ ᴣׄǘǵ ʹșὕ ǠȒǦȈǲⱳ Ǳ ǲᾍǠȒ Ҟ

ρ ʺǱКὦ
♥Ѓ ȭɧɔǵ ρǲⱳ Ǳ ǲᾍǠȒ Ҟ

ᶮ↕ Ҟ ‌ʣǙ ₳ 28₴↓ǒȐǵ

Џ ǵḹֻ ‌ʣǙѼ ᶮ Ʋ ↑ Ʋ⁸

Ł ‌ʣǙ♥ ᶮ Ʋ ↑ Ʋ⁸

ǵḹֻ ‌ʣǙѼ ᶮ Ʋ ↑ Ʋ⁸ Ʋ ̝ ˲

Ł ‌ʣǙ♥ ᶮ Ʋ ↑ Ʋ⁸ Ʋ ̝ ˲

Ǥǵ̀ ͪ ᾍ ֻ ˗ Ҟ ǲȏȑὕ

♥ᾱḹ ᾍל ˗

♅ Ѓ Ǔ ǠȒȅǮǵ ל Ǳ ǯǞǭƲ♅ Ѓ Ǔ10˲ ̊ʣǵ
⁸ ǲǑǘȒ ♥Ѓ ȭɧɔșѫ ǮǔǱǋʺǯǞǭ ₴ ̊ʣǵЃ
șᾍ ǲƲЃ ȋЏ ǵ Ἥǵ ̝ ș ǞƲ ♥ ǲὄ

ЋǮὄⱲǱἧǰȉǵᾱḹ ș ͑ǠȒƳ

ᾛ ẉ ɵ ♥Ѓ ˗

᷂Ḣǵὕ ǲꜘǟǦ ♥ǵἧǰȉǵᾱḹ ș ͑ǠȒǦȈƲᾛ ǵ
♥Ѓ ǵ ǒȑ˗ ֗Ǻͪ Ǳǰș ȆֻȖǢǦᾛ ɵẉ ǵ
♥Ѓ ș ǍƳ

ī ἧǰȉǵᾱḹ ǵ ͪ

♥Ѓ ȭɧɔ‴ᶥȠɇɎȢȴɶǵ Ƽ ͪ Ṳȋͪ ˗ ǿǵ‴ᶥ
˗ ƽǵʴǮὕ

ѫ Ѓ ǵὄЋ ͪȋƲἧǰȉǵ Ʋרʺ ר̝ ǵȏȑʝ῁ǵׄʣǓᶫȐȓȒȏǍƲ ♥
Ѓ ȭɧɔș‴ᶥǠȒȠɇɎȢȴɶș⁸ ǲ ǠȒƳ

♥Ѓ ȭɧɔǵ˲ ͪ Ƽͪ Ṳɵͪ ȹɱȽɶ ᵣ˗ ƽ֗Ǻ
Ƽͪ ˲ ᾦ ɵ˧ ˗ ƽǵʴǮὕ

♥Ѓ ᴣǵᾐ ʣǯׄר ǵ ǋ˲ șὄὑ ǲ ͪǠȒǦȈƲͪ Ṳɵͪ
ȹɱȽɶ ǲǑǋǭƲ ˲ Ḹǵ ͑ȋ˗ ǯǵɜɁȿɱȮș ǍƳȅǦƲֿȹɱȽɶǯ
ǞƲ⁸ ǲǑǋǭᾦ ǵ ș ǍƳ

Ĭ ǵКὦǵ ǵׄʣ

̉ᴇ ₴↓˔ ǲǑǘȒ ᵣ ǵʺǱ ϹКὦ

Ū ♥Ѓ ᴣ ǲᾍǠȒ9,000Лǵы ᵎǀ ǁ

♥Ѓ ᴣ șᾍ ǲƲ ʣǙҧ Ǔ ǜȓȒ֝ ș ǍǚǯșѼ ǯǞǭƲ֛Њș ↓ 9,000Л ╠ǔʣǙȒǦȈǵ ĦșƲ̉ᴇ ₴10 ̊ ȉƲ╠ǔ ǔὕ
ǠȒƳĦὕ ǵ╠ʣǙǲǫǋǭǶƲ ᴣǵ ₴ ǲꜘǟǦ ѝǱǰ Ǳ ș֯ ǯǠȒƳ

ū ὡЃ֞Њ▌ӓ ˗ ǵ Ϲǀ Ϲǁ

ɵ ὡЃș ˲̊ʣ ˲̊ʤ֞ǘЊȓȒḹֻǶ ǵ1׀ǲқǏƲ ǲ ǵ׀ ᴣșқ ׀ Ʋ ὡЃ ˲̊ʣ֞ǘЊȓȒḹֻǶ ǵ1׀ǲқǏƲ ǲ ǵ׀ ᴣșқ
׀ ǮǔȒȏǍ ҞӴ͔ș ϹǠȒƳ

ɵ ӣ ȯȠЃș֞ǘЊȓȒḹֻǲƲ ᴣ Ǔ► Ѓ ǿǵ̂ǔ ǋ ǲȏȒ ȋ ǿǵ̂ǔ ǋ ș ǪǦḹֻǵ Ҟșҍ ǠȒƳ

ǀ̉ᴇ ₴↓ ˔ ǲǑǘȒ ♥Ѓ ȭɧɔ˔ ǵʺǱ ϹКὦǁ

Ū ♥Ѓ ȭɧɔǮϐǖ ᴣǵ֛Њǵ╠ʣǙ
♥Ѓ ᴣ șᾍ ǲƲ ʣǙҧ Ǔ ǜȓȒ֝ ș ǍǚǯșѼ ǯǞǭƲ֛Њș ↓ 9,000Л ╠ǔʣǙȒǦȈǵ ĦșƲ̉ᴇ ₴ ǒȐὕ ǠȒƳ

Ħὕ ǵ╠ʣǙǲǫǋǭǶƲ ᴣǵ ₴ ǲꜘǟǦ ѝǱǰ Ǳ ș֯ ǯǠȒƳ

ū ♥Ѓ ȭɧɔǵ ρ͝
♥Ѓ ȭɧɔǵ♅ Ѓ ș ǲ ǠȒǦȈƲ♅ Ѓ Ǔ ǞǭǋȒ⁸ ǲǑǘȒ ♥Ѓ ȭɧɔ ρǵқ ӓșᶫȒƳ

Ŭ ♥Ѓ ȭɧɔ ǲǑǘȒ Ẏ ᾍ ǲ͜Ȓ
♥Ѓ ȭɧɔ ǲǑǋǭƲ ᴣǓ ᾍ ǵⱬ⅝șᶫȑǱǓȐ˗ ș ǲὕ ǞǭǋǖǦȈǲⱳ Ǳ ǵȂǒƲ șᶫȒǦȈǲⱳ Ǳ ᴜǵ Њ ȋ

Ǳ ʹǲⱳ Ǳ ǲǫǋǭ Ҟș ǍƳ

ȅǦƲ ♥Ѓ ȭɧɔ ǲǑǋǭƲ ₓǵ ἧӓȋȨɱɧȢɱș ǞǦ ǲⱳ Ǳ ᶅǵᾚЊ ǵ ṑ ρ֗Ǻ ʹǵȨɱɧȢɱӓǲ͜Ȓ ș ҞǠȒƳ
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ὧ ӎԈӵҌѫѲҬ Ҍ҅ѥ҇
̉ᴇ ₴ ♥Ѓ βЋ ˗ ♥Ѓ ȭɧɔ ǵὕ

25

Ʀ ♥Ѓ ȭɧɔǵѫ ǲǫǋǭǶƲ ƲƼ˗ șὕ ǠȒǦȈǲⱳ Ǳ ǵʝ șͪ ǒȐⱪ֛ǠȒ
ǚǯǓǮǔȒƽǯǜȓǭǑȑƲѫ ⱪ֛șὕ ǞǭǋȒȭɧɔ Ƕ25,985ǒ Ћ̱ǵ96.5 Ƴ
Ʀ ♥Ѓ ȭɧɔǲ͜Ȓѫ ǲǫǋǭǶƲ 4,000Л 6,000Лǲ ȉẉǖѝ⁹ǞǭǋȒƳ
Ʀ ѫ șⱪ֛ǞǭǋȒȭɧɔǵ86.3 Ǔѫ ǵ Ё șὕ ǞǭǋȒƳ

ѫ ǵⱪ֛ ǵ

ѫ

ѫ Ёǵᾍ

ѫ Ёǵ
令和 ３ 年 令和 ２ 年 増減

利用料の徴収を行っている 25,985 (96.5%) 25,610 (96.2%) 375

利用料の減免を行っている 22,426 ［86.3%］ 21,752 ［84.9%］ 674

注1：( )内は全クラブ数(令和３年：26,925、令和２年：26,625)に対する割合である。
注2：[ ]内は利用料の徴収を行っているクラブ数（令和３年：25,985、令和２年：25,610）に対する割合である。
注3：おやつ代等の実費徴収のみ行うクラブを含む。

利用料の月額 令和 ３ 年 令和 ２ 年 増減
2,000円未満 387 (1.5%) 419 (1.6%) ▲ 32

2,000～4,000円未満 4,447 (17.1%) 4,410 (17.2%) 37
4,000～6,000円未満 7,129 (27.4%) 7,176 (28.0%) ▲ 47
6,000～8,000円未満 5,504 (21.2%) 5,059 (19.8%) 445
8,000～10,000円未満 3,978 (15.3%) 3,620 (14.1%) 358
10,000～12,000円未満 1,970 (7.6%) 2,014 (7.9%) ▲ 44
12,000～14,000円未満 773 (3.0%) 827 (3.2%) ▲ 54
14,000～16,000円未満 440 (1.7%) 452 (1.8%) ▲ 12
16,000～18,000円未満 315 (1.2%) 312 (1.2%) 3
18,000～20,000円未満 91 (0.4%) 98 (0.4%) ▲ 7

20,000円以上 270 (1.0%) 251 (1.0%) 19
おやつ代等のみ徴収 681 (2.6%) 972 (3.8%) ▲ 291

注：( )内は利用料の徴収を行っているクラブ数（令和３年：25,985、令和２年：25,610）に対する割合である。

利用料減免の対象
（複数回答）

令和 ３ 年 令和 ２ 年 増減

生活保護受給世帯 16,973 (63.0%) ［75.7%］ 16,696 (62.7%) ［76.8%］ 277
市町村民税非課税世帯 10,369 (38.5%) ［46.2%］ 10,055 (37.8%) ［46.2%］ 314

所得税非課税・市町村民税非
課税世帯

2,920 (10.8%) ［13.0%］ 2,877 (10.8%) ［13.2%］ 43

就学援助受給世帯 6,511 (24.2%) ［29.0%］ 6,024 (22.6%) ［27.7%］ 487
ひとり親世帯 7,141 (26.5%) ［31.8%］ 6,617 (24.9%) ［30.4%］ 524

兄弟姉妹利用世帯 14,281 (53.0%) ［63.7%］ 13,747 (51.6%) ［63.2%］ 534
その他市町村が定める場合 9,726 (36.1%) ［43.4%］ 9,674 (36.3%) ［44.5%］ 52
その他クラブが定める場合 1,207 (4.5%) ［5.4%］ 1,101 (4.1%) ［5.1%］ 106
注：( )内は全クラブ数(令和３年：26,925、令和２年：26,625)に対する割合、

［ ］内は利用料の減免を行っているクラブ数（令和３年：22,426、令和２年：21,752）に対する割合である。

利用料減免の方法
（複数回答）

令和 ３ 年 令和 ２ 年 増減

生活保護受給世帯 17,404 (64.6%) ［77.6%］ 16,777 (63.0%) ［77.1%］ 627

利用料の免除 14,315 (53.2%) ［63.8%］ 13,386 (50.3%) ［61.5%］ 929

利用料の半額のみ徴収 838 (3.1%) ［3.7%］ 839 (3.2%) ［3.9%］ ▲ 1

所得に応じて複数段階で減額 37 (0.1%) ［0.2%］ 31 (0.1%) ［0.1%］ 6

その他 2,214 (8.2%) ［9.9%］ 2,521 (9.5%) ［11.6%］ ▲ 307

市町村民税非課税世帯 10,789 (40.1%) ［48.1%］ 10,130 (38.0%) ［46.6%］ 659

利用料の免除 5,974 (22.2%) ［26.6%］ 5,477 (20.6%) ［25.2%］ 497

利用料の半額のみ徴収 2,196 (8.2%) ［9.8%］ 2,034 (7.6%) ［9.4%］ 162

所得に応じて複数段階で減額 275 (1.0%) ［1.2%］ 359 (1.3%) ［1.7%］ ▲ 84

その他 2,344 (8.7%) ［10.5%］ 2,260 (8.5%) ［10.4%］ 84

所得税非課税・市町村民税非課税世帯 2,948 (10.9%) ［13.1%］ 2,910 (10.9%) ［13.4%］ 38

利用料の免除 713 (2.6%) ［3.2%］ 695 (2.6%) ［3.2%］ 18

利用料の半額のみ徴収 882 (3.3%) ［3.9%］ 868 (3.3%) ［4.0%］ 14

所得に応じて複数段階で減額 621 (2.3%) ［2.8%］ 555 (2.1%) ［2.6%］ 66

その他 732 (2.7%) ［3.3%］ 792 (3.0%) ［3.6%］ ▲ 60

就学援助受給世帯 6,883 (25.6%) ［30.7%］ 6,080 (22.8%) ［28.0%］ 803

利用料の免除 2,940 (10.9%) ［13.1%］ 2,379 (8.9%) ［10.9%］ 561

利用料の半額のみ徴収 2,055 (7.6%) ［9.2%］ 1,717 (6.4%) ［7.9%］ 338

所得に応じて複数段階で減額 32 (0.1%) ［0.1%］ 10 (0.0%) ［0.0%］ 22

その他 1,856 (6.9%) ［8.3%］ 1,974 (7.4%) ［9.1%］ ▲ 118

ひとり親世帯 7,270 (27.0%) ［32.4%］ 6,733 (25.3%) ［31.0%］ 537

利用料の免除 400 (1.5%) ［1.8%］ 388 (1.5%) ［1.8%］ 12

利用料の半額のみ徴収 1,961 (7.3%) ［8.7%］ 1,808 (6.8%) ［8.3%］ 153

所得に応じて複数段階で減額 186 (0.7%) ［0.8%］ 175 (0.7%) ［0.8%］ 11

その他 4,723 (17.5%) ［21.1%］ 4,362 (16.4%) ［20.1%］ 361

兄弟姉妹利用世帯 15,014 (55.8%) ［66.9%］ 14,500 (54.5%) ［66.7%］ 514

利用料の免除 588 (2.2%) ［2.6%］ 610 (2.3%) ［2.8%］ ▲ 22

利用料の半額のみ徴収 5,777 (21.5%) ［25.8%］ 5,497 (20.6%) ［25.3%］ 280

所得に応じて複数段階で減額 35 (0.1%) ［0.2%］ 60 (0.2%) ［0.3%］ ▲ 25

その他 8,614 (32.0%) ［38.4%］ 8,333 (31.3%) ［38.3%］ 281

その他市町村が定める場合 10,647 (39.5%) ［47.5%］ 10,612 (39.9%) ［48.8%］ 35

利用料の免除 3,796 (14.1%) ［16.9%］ 3,718 (14.0%) ［17.1%］ 78

利用料の半額のみ徴収 2,164 (8.0%) ［9.6%］ 2,147 (8.1%) ［9.9%］ 17

所得に応じて複数段階で減額 698 (2.6%) ［3.1%］ 666 (2.5%) ［3.1%］ 32

その他 3,989 (14.8%) ［17.8%］ 4,081 (15.3%) ［18.8%］ ▲ 92

その他クラブが定める場合 1,423 (5.3%) ［6.3%］ 1,309 (4.9%) ［6.0%］ 114

利用料の免除 46 (0.2%) ［0.2%］ 45 (0.2%) ［0.2%］ 1

利用料の半額のみ徴収 133 (0.5%) ［0.6%］ 131 (0.5%) ［0.6%］ 2

所得に応じて複数段階で減額 203 (0.8%) ［0.9%］ 205 (0.8%) ［0.9%］ ▲ 2

その他 1,041 (3.9%) ［4.6%］ 928 (3.5%) ［4.3%］ 113

注：( )内は全クラブ数(令和３年：26,925、令和２年：26,625)に対する割合、
［ ］内は利用料の減免を行っているクラブ数（令和３年：22,426、令和２年：21,752）に対する割合である。
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Ʀ ḌȱɫɈȤȢɩȷ ǿǵᾍꜘǯǞǭƲᾛἶ ǵ ̜ ǲ̢ǋƲӫѼʴǒȐ ♥Ѓ ȭɧɔș ǠȒ
ș ǪǦḹֻǲƲ қǮ ǟȒ ǲǫǋǭ ș ǍƳ

Ʀ ⁸Ӣ Ǔ ḌȱɫɈȤȢɩȷ ǵ Ẏ șᶫȒǦȈǲ ♥Ѓ ȭɧɔș ̜ ǜǢǦḹֻ Ʋ⁸Ӣ
Ǔͪ ǿ ԁǠȒ Ҋȑѫ ǲǫǋǭ ș ǍƳ

Ʀ ᾛἶ ǵ ̜ ǲ̢ǋƲɓȟɝɨɶ ȳɛɶɆ ȹɱȽɶ˗ șѫ ǞǦḹֻǵѫ ǲǫǋǭƲ Ёș ǪǦ
ḹֻǲ ǟȒ ǲǫǋǭ ș ǍƳ

Ӹ Ӹ

Ҟ Ḩ

ɵᾛἶ ǵ ̜ ǲ̢ǋƲӫѼʴǒȐ ᵣǠȒḹֻǲ Ҟ
‛ ɵ ►ǦȑƲ Лǵ Ǔ֯

ɵᾛἶ ǵ ̜ ǲ̢ǋƲ ǵӴ̬ș Ǧǲ ǘǭ ᵣǠȒḹֻǲ Ҟ
‛ ɵ ►ǦȑƲ Лǵ Ǔ֯

ĦǤǵ̀ᾛἶ ǵ ̜ ǲ̢ǋƲӫѼʴǒȐ ὡЃȋӣ ȯȠЃș֞ǘЊȓȒḹֻǵ Ҟǉȑ

Ħͪ Ƕ ȈǱǋǚǯǯǠȒ

Ҟ ᶮ

Ҟ Ḩ ˲ɵ ►Ǧȑ Л

Ҟ ᶮ

Ҟ Ḩ ɵ ˲►Ǧȑ Л

Ҟ ᶮ

ἧǰȉɵἧ ǭ ˧̂ К ↑

ὧ ӎԈӵ ҌѫѲҬῃ ҏ ∟◓ Ҍ ѧ ἢҌ ѺҬ ἇʹᾟ ͵

Ệ ṕ Ệ Ỉ Ṗ
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ṥ Ṧ ḭ צּ

ṥ Ṧ צּ צּ ︡ שּךּ ṕּפּפ ︡ ḭ Ṗ

ṥ Ṧ
ḱ לּ וֹףּ ︡ ḭ צּ

צּ ︡ שּךּ ṕּפּפ ︡ Ṗ ḭפּ
ḭ פּפּ ךּ Ḯלּ

地域子ども・子育て支援事業におけるマスク購入等の感染拡大防止対策に係る支援
（新型コロナウイルス感染症対策）

ḱ ễ ḲỈệ

ḱ

ṥ Ṧ(1) ḭ(2) ḭ(3) ḭ(4) ḭ

(5) ḭ(6) ḭ(7) ḭ(8) פּ ḭ

(9) ḭ(10) ṇḱ ṇ ḱ ṇ ṕ Ṗ

ṥ Ṧ Ṍ ףּ Ḯ ểּפ 1,000
ṕểṖ1

19 300 20 59 400

60 500

ṕễṖểּפ ẑ ︣

19 150 ḭ 20 59 200 ḭ 60 250

ṕỄṖḭṕỆṖṌṕ10Ṗ ểּפ 300
ẑṕ5)(6)(10) ể ḭ ểּפ Ḯ

ṥ Ṧ ḲểṊễḭ ḲểṊễḭ ḲểṊễ

( ḭ )( Ḳ 100 )ṥ Ṧ

（「かかり増し経費」の具体的な内容）

○ 職員が勤務時間外に消毒・清掃等を行った場合の超過勤務手当や休日勤務手当等の割増賃金、通常想定していない感染症対策に関する業務の実施に伴
う手当など、法人（施設）の給与規程等に基づき職員に支払われる手当等のほか、非常勤職員を雇上した場合の賃金

β 手当等の水準については、社会通念上、適当と認められるものであること。

○ 施設の感染防止対策の一環として、職員個人が施設や日常生活において必要とする物品等の購入支援

β 物品等の例：手荒れ防止用のハンドクリーム、マスク、帽子、ゴーグル、エプロン、手袋、ウェストポーチ、ガウン、タオルなど
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ὧ ӎԈӵ ҌѫѲҬЬЦзἿ ◓

Ʀ ♥Ѓ ȭɧɔ ǲǑǋǭƲ ҵǵICTӓș ǠȒǯǯȉǲƲȨɱɧȢɱ̝ ȋȨɱɧȢɱ ʹș Ǎ

ǦȈǲⱳ Ǳ ș ǠȒǚǯǲȏȑƲѫ ṑș ρǠȒǯǯȉǲƲ ᴣǵ ҵ ǵ șᶫȒƳ

˗ ǵ ɵКὦ

ŪICTӓǵ

ₓǵ ἧӓȋƲȨɱɧȢɱ̝ ȋȨɱɧȢɱș ǞǦ ǲⱳ ǱICT ᶅǵᾚЊ ǵ
ṑ ρǲ͜Ȓ ș ҞǠȒǚǯǲȏȑƲ ♥Ѓ ȭɧɔ ǲǑǘȒ ҵǵICTӓș ǠȒƳ

ū ʹǵȨɱɧȢɱӓ

↑ Ǔὕ ǠȒ ʹșȨɱɧȢɱǮ֞ ǮǔȒȏǍƲⱳ ǱȵȷɄɞḨ ǵᾚЊǲǒǒȒ
ș ҞǠȒƳ

ὕ ʺ̱ Ҟ

⁸Ӣ Ʋ⁸Ӣ Ǔ ȈǦ ᶮ 1 3Ʋ ↑ 1 3Ʋ⁸Ӣ 1 3

ᾍ ˗

♥Ѓ βЋ ˗ Ʋѫ ˗ ƲˎЃὤ↨Ћ ᵂ˗ Ʋ ᵂ˗ Ʋ

᷂Ḣἧ ǭ ˗

ҞḨ

ǒ ►Ǧȑ 500ӧЛ
Ħ ♥Ѓ βЋ ˗ Ƕ ǵӴ̬►ǦȑƲѫ ˗ Ʋ᷂Ḣἧ ǭ ˗ Ƕ ǒ ►ǦȑƲǤǵ̀˗ Ƕ ⁸Ӣ ►ǦȑƳ

ṕ ḱ ễ ḲỈệ Ṗ
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１．放課後児童クラブについて

２．新・放課後子ども総合プランについて



新・放課後子ども総合プランの策定経緯と主な改正ポイント

Ρ 29 12 8 Қ҇ ԒԄӲͼӹΑῦ─ ΒΣ

「放課後子ども総合プラン」に基づく2019年度末までの約30万人分の新たな受け皿の確保を、来年度までに前倒しす

る。さらに、状況を踏まえ、その後の在り方について検討する。

Ρ 30 6 15 ἁἆҫᾬῨұ₴ 2018Αῦ─ ΒΣ
女性の就業率の上昇や保育ニーズの高まりを踏まえ、2023年度末までに放課後児童クラブの約30万人分の更なる受

け皿拡大や育成支援の内容の質の向上などを内容とする新たなプランを今夏に策定する。

30 М 14 ͬ ̼ ὧ Ҋң ӶԈԒͭҏ ̼ ͠ Ҍ ὐ ̸ ѬҪ ͡

Ρ 28 6 2 ԌԄ֭֗Ịὗ ῼ ֑֣֭Αῦ─ ΒΣ

追加的な受け皿整備を平成30年度末に前倒して実現するための方策を検討する。

Ρ 26 7 31 ᾋ ҬӅ ֑֣֭ ΣΑ ֑֣֭ ҮӋӍ͚ ᾋ ҬӅ֑֣֭ Β

31

策定の経緯

主な改正ポイント

○放課後児童クラブについて、2021年度末までに約25万人分を整備し、待機児童解消を目指し、その後も女性就業率の上昇を
踏まえ2023年度末までに計約30万人分（約122万人Ҝ約152万人）の受け皿を整備。

○国全体の目標に、子どもの主体性を尊重し、子どもの健全な育成を図る放課後児童クラブの役割を徹底し、子どもの自主性、
社会性等のより一層の向上を図ることを追加。

○「登下校防犯プラン」を踏まえ、来所・帰宅時の安全確保への取組を追加。
○放課後等デイサービス事業との連携や同事業の実施に当たって学校施設の積極的な活用に関することを追加。

Ρ 19 3 14 ᾋ ҬӅ֑֣֭ Σ



ḱ

Ẇ ḭ קּ קּ קּ ṡ 1 Ṣḱṡ Ṣ ︣ ḭ צּ ḱ ḭ︡פֿ ḱ
כֿלּ צּ קּ ḭלּ ︣ ḭ ףּ ︡ḭ

Ḯ

Ẍ ךּ ḭ2021 25 ︡ḭ ︡ḭ

2023נּ 30 וֹ ṕ 122 ἲ 152 Ṗ

ṕ2018 ṕ 30Ṗ ị 14 Ṗ

♥ἧ ֻ 2019 2023₴

Ẇ וֹףּ ḭ ḭ 30 צּ ḭ שּקּ
ךּ ḭצּ ḭ קּ צּ ףּ ḭṡ 1 Ṣ ︣

︣ צּ Ḯ
Ẇ ṡלּ Ṣ ḭ טּ ︡ ךּ Ḯךּ ḭ ︢

︡ ḭךּ ḱ ךּ Ḯ

ɵ

Ẍ ḭ ︡ ︡ḭּל ︡ ể
︣ כֿ ︣Ḯ

Ẍ ︡ḭ ︡ḭ
ḭ Ḯ

Ẍ ︣ ḭ ︣ כֿ ︡ḭ ︣
80Ṿ ︣ כֿ ︣Ḯ
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ṡ ḱ Ṣ ךּףּ ︣ ṕ Ṗ

ḭ2021 25 ︡ ︡ḭ
2023נּ אל ệ ︡ḭệ 30 וֹ ︣ Ḯ

122 ἲ152

放課後児童クラブの受け皿整備（「新・放課後子ども総合プラン」）

Ƽ ♥ἧǰȉ ֻɕɧɱƽ
₴

2015（Ｈ27）年度
2018（Ｈ30）
年度末

2023年度末

約30万人増

2021年度末

♅ Ѓ

女性(25-44歳)就業率

ゼロ

80％

ᾛ Ṣ ᾛ ѫ ͪ
Ѓ Ҋ ↓

₴ 25ʠ˲ѝの受け皿を整備

約1.7万人（H29.5)

約25万人増

72.7％(H28)

̱ ₴ ♅ Ѓ

約5万人増

目標値
122万人

目標値
152万人

♥ἧ ֻ

₴ѼΏ

Ƽ ɵ ♥ἧǰȉ ֻɕɧɱƽ
₴

Ѓ 約117万人（H29.5)

ṕ2018 ṕ 30Ṗ ị 14 Ṗ
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ể

ṕ Ṗ

250 ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

ṕ ểṌỄ Ṗ

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

ẆẆ
ṕ Ṍ Ṗ

15:30 Ṍ18:30

08:30 Ṍ18:30

ẆẆ
ṕ Ễ Ệ Ṗ

15:30 Ṍ17:30

10:00 Ṍ12:00
ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ
ṕ Ễ Ệ Ṗ

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

♥Ѓ ♥ἧ͑ Ὑ ʝ̱Ḍ ͈
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